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一般社団法人日本計量史学会

2016年度定時総会・研究発表会を開2016年度定時総会・研究発表会を開催催
3月113月11日日晶晶、（一社）日本計量会館、（一社）日本計量会館でで

日時：2016年3月11日画　13:00～17:00、17:30～19:30
会場：日本計量会館３階　会議室（一般社団法人日本計量振興協会）
〒162-0837　東京都新宿区納戸町25-1、TEL03-3268-4920
会費：3500円（研究発表会）、3500円（懇親会）

 プ ロ グ ラ ム
英．2016年度　定時総会　13:00～13:50
　議事
　　議案１．2015年度決算（案）、監査報告
　　議案２．役員選任 
　　報告１．2015年度事業報告
　　報告２．2016年度事業計画、事業予算
　　議案は原案どおり承認可決された。新役員は別項。

衛．講演・研究発表会　14:00～17:00
　a.特別講演　14:00～15:30　司会：大井みさほ
　　１．「戦後日本における計量科学技術の発展と国際計測連合（IMEKO） 」

（一社）日本計量振興協会　顧問　飯塚幸三
　　２．光コムで宇宙を探る

（国研）産業技術総合研究所物理計測標準研究部門周波数計測研究グループ　大苗　敦
　b.研究発表　15:40～16:55（各講演20分　質疑5分）司会：山崎敬則
　　1.　山田研治：幕末における尺度標準のメートル法換算の系譜
　　　　　　　　  －尺度換算における循環小数の適用「1m＝3.3尺」－　
　　2.　新井　宏：北魏洛陽の永寧寺木塔の造営尺－「古韓尺」のルーツを求めて－
　　3.　斉藤和義：明治維新から大東亜戦争以前の古書から覗き見る計量史話
　　　　　　　　  －メートル法度量衡公布に伴うイベントと戦前の計量取締りについて－

詠．懇親会　17:30～19:30　司会：黒須　茂

総会のようす
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　西安刀削麺酒楼　神楽坂店（TEL：03-5227-7677、計量会館から徒歩３分）

議案1　2015年度決算報告

報告事項1　2015年度事業報告
英．会員数（2015年12月31日現在）
正会員１３５（０.）、賛助会員1、名誉会員2、客員会員4、計１４１名
退会者：４名（物故者：高田誠二（3月）、退会3名）
入会者：4名、恵藤敏郎（3月）、大島幸子、大松繁（8月）、中本文男（12月） 

衛．2014年度、2015年度役員（2015年12月31日現在）
会長1、副会長3、理事11、監事2
【会長】内川恵三郎、【副会長】加島淳一郎、松本栄寿、山田研治、
【理事】新井　宏、飯塚幸三、大井みさほ、小川実吉、小宮勤一、黒須　茂、沢辺雅二、高松宏之、

中村邦光、西村　淳、横田茂子
【監事】山崎敬則、吉田　清

詠．事業関係
１．定時総会（1回）
　　日時：2015年3月6日画　13:00～13:50
　　場所：一般財団法人日本品質保証機構計量計測センター【６号館３階講堂】
　　成立条件：会員数138名に対し出席者29名、委任状64名で総会成立。
　議事
　　次の議案及び報告を諮り承認された。
　議案１．2014年度決算、監査報告
　報告１．2014年度事業

貸　借　対　照　表
2015（平成27）年12月31日

金額負債及び財産（純資産）金額資産
42,000未収金償却引当金10,427普通預金（三菱東京UFJ）
63,000前受金85,866普通預金（三菱東京UFJ）

2,770,791基本財産1,026普通預金（三菱東京UFJ）
24,012繰り越し正味財産6,349普通預金（みずほ）
79,764繰り越し正味財産償却722,605普通預金（ゆうちょ）

2,000,000定期預金（三菱東京UFJ）
15,530現金
58,000未収金
79,764正味財産（純損失）

2,979,567合計2,979,567合計

（明細書）未収金
金額件数
42,0007未収金（会費）27年度
16,0001未収金（さぐる会2015）
58,0008合計

損　益　計　算　書
2015（平成27）年1月1日から2015（平成27）年12月31日

金額収益金額費用
892,500会費（一般会費）352,480印刷費（計量史研究）
199,000会費（総会）128,304印刷費（計量史通信）
313,000会費（さぐる会）35,208印刷費（総会）
10,000寄付金（特別会費）41,796印刷費（さぐる会）

0広告収入79,784荷造運賃費
132,511頒布金収入40,699消耗品費
406受取利息2,080旅費交通費

79,764正味財産（純損失）11,916支払手数料
102,429通信費
26,200諸会費
12,616会議費（総務）
120,800会議費（総会）
199,134会議費（さぐる会）
332,100事務所賃借料
57,935校閲費

0租税公課
66,200広告宣伝費

0特別費
17,500未収金償却費

1,627,181合計1,627,181合計

（明細書）会費収入
金額人数
805,0001151　会費　正会員
73,500212　会費　高齢会員
35,00013　会費　賛助会員

004　会費　名誉会員
42,00075　未収会費（未払者）
-42,000-66　前受会費7000円
-21,000-67　前受会費3500円
892,500132合計
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　報告２．2015年度事業計画、事業予算
２．2015年度研究発表会
　　日時：2015年3月6日画　14:00～17:00
　　場所：一般財団法人日本品質保証機構計量計測センター【６号館３階講堂】
　特別講演
　茨温度の単位ケルビンの再定義の国際動向

（国研）産業技術総合研究所計測標準研究部門温度湿度科長　丹波純氏
　芋放射線測定器の校正と不確かさ評価事例

（一財）日本品質保証機構計量計測センター電子計測課　高島誠氏　　

　研究発表
　　茨山田研治：近代的尺度「1ｍ＝3.3尺」、逆数「1尺＝0.303ｍ」の普及
　　　　　　　　－幕末の製鉄所（造船所）の尺度－ 
　　芋小川実吉：我が国における近代長さ標準確立の経緯に関する調査研究委員会について
　　　　　　　　－メートル原器調査研究委員会の活動報告－
　　鰯斉藤和義：国宝・重要文化財の度量衡器

　懇親会
　　会場：笑笑成城学園前南口駅前店、（パレプラン成城ビル３階）

３．計量史をさぐる会2015
　　開催日時：2015年10月24日臥　11:00～19:30
　　会場：東洋計器珂東洋計量史資料館：
　　　　　見学会　11:00～12:00
　　　　　　東洋計量史資料館：11時10分から40分大島学芸員の説明

　特別講演（2件）13:00～14:40（司会：山田副会長）
　　　茨東洋計量史資料館所蔵の古枡の精密測定　　東洋計器珂代表取締役社長　土田泰秀氏
　　　芋日本国メートル原器及び関連原器の活用履歴について
　　　　　　　　　　　　（国研）産業技術総合研究所計量標準総合センター

工学計測標準研究部門ナノスケール標準研究グループ長　平井亜紀子氏

　研究発表（5件）15:00～16:40（司会：新井理事）
　　茨小林健蔵「東洋計量史資料館へ資料を譲渡の経緯」
　　芋大島幸子「墨造りにおける針口天秤の利用について」
　　鰯山田研治「メートル法換算標準『1尺＝0.3036 ｍ』の生成と展開
　　　　　　　　－大野規行の尺度とメートル法との関連－」
　　允大上直樹「裏目尺による歴史的建造物の設計法について
　　　　　　　　－中世の社寺建築をとおして－」
　　印内川恵三郎「機械式原器用遠隔操作天秤の荷重交換方法の進化」

　懇親会　17:30～19:30　会場：しづか
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４．機関誌の発行
　『計量史研究』 Vol.37 No.1（42）　2015年3月10日
　　総説　　　　メートル原器の今昔（平井亜紀子）
　　解説　　　　ＣＮＣ画像測定器の展望（小松浩一）
　　研究論文　　「緯度一度」の実測と尺度の推算
　　　　　　　　－トーマスによる緯度１度の実測－（山田研治）
　　研究論文　　歴史的な建造物等から求めた尺度の変遷（新井宏）
　　研究論文　　戦国期から江戸初期の甲州金と甲斐国衡制（西脇康）
　　研究論文　　古代中国の二十四節気について（下司和男）
　　研究論文　　アンコール・ワット期のクメール建築の尺度体系について
　　　　　　　　「ｈａｔ＝480亜説」を提示する（新井宏）
　　研究ノート　弥生分銅の発見とその意義（中尾智行）
　　資料　　　　日本におけるノギスの変遷（沢辺雅二）
　　資料　　　　江戸時代及び明治初期における民間尺について
　　　　　　　　－大津算盤付随の物差し－（大網功、山田研治、唐澤進太郎）

　『計量史通信』  
　No.75 2015年7月31日発行
　・2015年度（一社）日本計量史学会定時総会・研究発表会
　　定時総会の議案・報告、特別講演・研究発表の概要
　・訃報：高田誠二氏
　・『計量史をさぐる会2015』の研究発表及び展示の公募
　・寄稿・話題

　No.76 2016年1月30日発行
　・計量史をさぐる会2015実施報告
　・計量史をさぐる会2015講演と研究発表の紹介
　・学会の活動から
　・寄稿・話題

５．理事会、運営委員会
　5-1理事会（2回）
　　第1回理事会（2015年4月25日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨事務局報告（入退会者等）
　　芋役員の役割分担について
　　鰯年間の行事計画
　　允計量史をさぐる会2015の実施計画
　　印計量史研究の発行計画
　　咽計量史通信の発行計画
　　員その他

　　第2回理事会（2016年1月23日臥）日本計量会館（学会事務室）
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　　茨事務局報告
　　芋2016年度定時総会について
　　　臼 2015年度会計報告について渦2015年度事業報告について嘘 2016年度事業計画について　

唄2016年度予算について欝2016年度、2017年度役員候補について
　　鰯研究発表について

　5－2　運営委員会（5回）
　　第1回運営委員会（2015年2月14日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨2015年度定時総会ならびに研究発表会のプログラム確認
　　芋2015年度定時総会ならびに研究発表会の出席者及び委任状提出者の確認
　　鰯2015年度定時総会ならびに研究発表会の役割分担

　　第2回運営委員会（2015年6月13日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨事務局報告
　　芋計量史をさぐる会2015の実施計画
　　鰯計量史通信75号発行について
　　允計量史研究の発行について

　　第3回運営委員会（2015年8月29日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨事務局報告
　　芋「計量史をさぐる会2015」について、臼現地下見の報告、渦公募結果を基にプログラム決定
　　鰯計量史研究について　允計量史通信について　印その他

　　第4回運営委員会（2015年10月3日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨入退会者報告
　　芋「計量史をさぐる会2015」参加申込み状況
　　鰯「計量史をさぐる会2015」の役割分担
　　允計量史研究について　印計量史通信について　咽その他

　　第5回運営委員会（2015年12月5日臥）日本計量会館（学会事務室）
　　茨事務局報告
　　芋計量史をさぐる会2015の報告
　　鰯2015年度定時総会及び研究発表会について
　　　臼開催場所と日程　渦準備事項とスケジュール　嘘役員候補の選定
　　允計量史研究の発行予定
　　印計量史通信の発行予定

　5－3　メートル原器調査研究委員会
　　調査研究委員会の趣旨：我が国における近代長さ標準確立の経緯に関する調査研究
　　構成委員：日本計量史学会（内川、飯塚、櫻井、沢辺、渡辺、山田、小川）、産総研（大苗、平井）

　　第4回会議（2015年4月7日峨　14:00～１７:30）
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　　　場所：産業技術総合研究所つくば中央第三事業所3-1棟6階615-1室
　　　臼トンヌロー温度計（メートル原器附属及び単独購入品）について　渦その他
　　第5回会議（2015年6月4日牙　14：00～１７：00）
　　　場所：産業技術総合研究所つくば中央第三事業所3-1棟6階615-1室
　　　臼メートル原器の校正履歴　渦メートル原器の稼働履歴　嘘その他
　　第6回会議（2015年8月4日峨　14：00～17：00）
　　　場所：産業技術総合研究所つくば中央第三事業所3-1棟6階615-1室
　　　臼メートル原器の校正履歴　渦メートル原器の稼働履歴　嘘東大駒場博物館の調査報告　　

唄その他
　　第7回会議（2015年10月19日俄　14：00～17：00）
　　　場所：日本計量会館（学会事務室）
　　　臼メートル原器の稼働履歴　渦ミツトヨ博物館調査報告　嘘トンヌロー温度計の調査について
　　第8回会議（2015年12月16日我　14：00～17：00）
　　　場所：産業技術総合研究所つくば中央第三事業所3-1棟6階615-1室
　　　臼メートル原器の稼働履歴　渦トンヌロー温度計の調査　嘘今後の調査事項（活動期間の1年

延長と報告）
以上

報告事項２　2016年度事業計画及び事業予算

2016年度、2017年度役員（2016年3月11日現在）

会長1、副会長3、理事14、監事2
【会長】内川恵三郎、【副会長】山田研治、大井みさほ、黒須　茂
【理事】新井　宏、飯塚幸三、小川実吉、加島淳一郎、切田　篤、小宮勤一、篠原光彦、島田好昭、

高松宏之、中本文男、西村　淳、西脇　康、松本栄寿、横田茂子
【監事】吉田　清、山崎敬則

2016（平成28）年度事業計画
備考開催時期事業

年1回　2月定時総会・研究発表会
年1回　10月計量史をさぐる会
年1回　5月計量史研究の発行
年2回　6月、12月計量史通信の発行
随時関係団体等への協力
年5～6回理事会、運営委員会
年5～6回メートル原器調査研究委員会

2016年度事業予算
支出の部収入の部

金額摘要金額摘要
80,000荷造運賃836,500年度会費
470,000印刷費35,000賛助会員
22,000消耗品費250,000特別会費（総会・研究発表会）
30,000旅費交通費300,000特別会費（計量史をさぐる会）
13,000支払手数料10,000寄付金
88,000通信費83,000頒布金収入
26,200諸会費0広告収入
317,000会議費400受取利息
332,100事務所賃借料
42,100校閲費

0租税公課
66,500広告宣伝費
7,000特別費
21,000未収会費償却費

0正味財産（剰余金）
1,514,900合計1,514,900合計
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特別講演・研究発表の概要
理事　小宮勤一

特別講演
英．戦後日本における計量科学技術の発展と国際計測連合

（IMEKO）
（一社）日本計量振興協会顧問　飯塚幸三

１．はじめに
２．我が国の計量科学技術の発展
2.1　戦後の混乱期における我が国の計量：工業技術庁（後の工業技術院）設置
（1948）、工業標準化法制定（1948）、度量衡法に代わり計量法制定（1951）、日
本規格協会発足（1945）、日本計量協会改称（元日本度量衡協会）（1951）、日本
計量機器工業連合会・計量管理協会・日本計測学会発足（1952）
2.2　計量法の変遷と国の関係機関：単位のメートル法化とSI化；計量法制定
（1951）、OIML に加盟（1956）、計量法大改正（電気測定法を統合、規制緩和、
規制対象39を18に、製造業を許可制から登録制に、計量器の形式承認制度創
設（1966）、公害計測器追加、指定検定機関制度創設（1972）、検定の抜き取り
検査について検討（1973頃）、計量制度100周年記念行事（1991）、新計量法公布、SI単位への切り
替え、指定製造事業者制度創設、標準供給制度（JCSS）創設（1992）、新計量法改正、地方分権一括
法により機関委任事務廃止、SI化完了（1999）、国の計量関係組織の変遷；電気試験所、国際電気通
信珂通信研究所、電波物理研究所、電気通信研究所が、分離、統合を経て電子技術総合研究所と電
気計器検定所となった。中央度量衡器検定所が中央度量衡検定所、中央計量検定所、計量研究所と
なった。工業試験所が東京工業試験所、化学技術研究所となり、繊維高分子材料研究所、製品科学
研究所と共に物質工学工業技術研究所となった。電子技術総合研究所、計量研究所、物質工学工業
技術研究所に計量教習所が加わって産業技術総合研究所となる。一方、電波研究所は通信総合研究
所となる。
2.3　計量標準の進歩と発展：秒、メートル、キログラム、アンペア、ケルビン、カンデラの6個の
基礎標準の精度について考えると、1960年から2000年の間に、1桁から4桁、精度が向上している。
2.4　トレーサビリテイシステムの整備（JCSS）：第一回全米標準研究室会議（NCSL）(1961)、桜井
健二郎氏（電総研）第二回会議参加、トレーサビリテイの概念を紹介（1962）、標準物質協議会（前
身）発足（1963）、国際標準連絡会議（日本学術会議）発足（1969～2005）、産業計測標準委員会
（日本産業技術振興協会）発足（1971～1980頃）、国際計量研究連絡会議（工業技術院）発足（1977）、
JCSS発足（1993）通商産業検査所。
2.5　計量と科学の相関：物質定数と基礎標準、周波数波長標準（1955）、レーザの発明（1960）、ジョ
セフソン効果（1962）、X線干渉計（格子定数測定）（1975）、ワットバランス（1980）、レーザ冷却
技術（1985）、光コム技術（1993）、光格子周波数標準（2002）。
2.6　計量器産業の発展：1946年創立の日本度量衡計量器工業連合会が、1952年に日本計量器工業連
合会に、1974年に日本計量機器工業連合会に改称。1948年日本電気計測器工業会創立。1954年に日
本精密測定器工業会創立。1951年に日本分析機器工業会創立。

飯塚幸三氏
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２.７国際機関への協力：規格作成関連：国際法定計量機関（OIML）、国際標準化機構（ISO）、国際
電気標準会議（IEC）、国際試験所認定協力機構（ILAC）、国際臨床化学連合（IFCC）、国際純粋・
応用物理学／化学連合（IUPAP／IUPAC）、国際照明委員会（CIE）、校正関連；メートル条約（全
般）及び関係協力組織（分野別）、世界保健機関（WHO）、世界気象機関（WMO）、世界食糧農業機
関（FAO）、国際天文学連合（IAU）国際測地学地球物理学連合（IUGG）、臨床検査トレーサビリテ
イ合同委員会、コデックス・アリメンタリウス委員会。
３．国際計測連合（IMEKO）と我が国
3.1　国際計測連合（IMEKO）の生い立ちと発展：国際計測連合は1958年に第一回の総会をBudapest 
で開催し、その後3年おきに世界各国で総会を開いている。最近では2015年にチェコのプラハで第
21回の総会を開いている。また幾つかのTCが組織されそれぞれシンポジウム、コングレス、ワー
クショプなど世界各地で開催している。
3.2　わが国の国際計測連合（IMEKO）への参加と寄与：わが国のIMEKOへの参加は第二回総会へ
の視察団の参加をはじめとして、徐々に参加者が増加していった。また1999年には大阪で第15回
総会を開催し、他に多くのTCの会議を開催している。
４．結び―計量のこれまでと将来
計量を取り巻く環境：計量の使命は不変、計量の役割は場面と周囲環境で変化する、計量のコスト
低減の要求は継続的である。
これからの計量科学技術の課題と期待：関係者間協力の一層の強化、大学での計量科学技術研究の
促進→人材育成へ、産官学共同プロジェクトの活用→産業創出、計量の社会的意義の理解促進→コ
ストの適正評価

衛．光コムで宇宙を探る
　　　　　　　　　　　　　（国研）産業技術総合研究所物理計測標準研究部門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周波数計測研究グループ　大苗敦
　20世紀の最終盤、基礎定数決定や超精密計測などの基礎科学の領域から現れ
た光周波数コム技術は、光周波数の「ものさし」として利用され、メトロロジー
分野などで大きな成果を収めてきた。さらに近年では多波長光源としての性質
を利用した研究開発も盛んに行われるようになってきた。今回は天文学への応
用として、望遠鏡の後ろに控える高分解能、高精度分光器システムの多波長同
時校正を目指した「アストロ・コム」の開発の経緯を紹介する。
１．光周波数コム
1.1　波長から光周波数へ：電気計測の分野では、電磁波の特性としての周波数
が計測されていたが、光計測の分野では主に波長が測定されていた。長さの単
位メートルが光の速さの値に置き換わった後、光の波長を正確に測定するため
には、光の周波数を測定する必要が生じた。光周波数コム技術によって、時間標準であるセシウム
原子時計のマイクロ波を周波数標準として、任意の波長領域の光周波数を測定することが可能に
なった。
1.2　産総研の通信帯ファイバコム：初期の光コムの研究は、波長が800nm付近を中心として、チタ
ンサファイア結晶を光励起して発信させるモード同期レーザからの超短光パルスが光周波数コムと
して利用されていた。しかし大がかりで高価である難点があったが、産総研では2005年前後からこ
の難点を克服するシステムとしてモード同期ファイバーレーザーからの光コムを開発し、安定化に

大苗敦氏
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成功した。
1.3　枝も栄えて葉も茂る：当初、光周波数の「ものさし」として成功を収めてきたが、モード同期
レーザの出す光は光周波数軸上で考えると、等間隔に並んだ数百万の安定化レーザの集合体とみる
こともできる。そのため光周波数を極めて微細に制御された、広帯域の「光源」としての利用のた
めの工夫がなされるようになり、その方向での応用範囲も拡大中である。その一つは「デユアル・
コム」分光法であり、もう一つが今回ここで取り上げる「アストロ・コム」である。
1.4　美濃島ERATOと岡山天体物理観測所；アストロ・コムを開発するプロジェクトは、美濃島
ERATOの研究開発項目の中で行われている。このプロジェクトは光コムのさらなる産業応用や、
基礎科学応用を目指してニーズの方に踏み出していこうとしている。一方産総研では光コムの天文
応用の可能性を探るべく、系外惑星探査などに興味を持つ研究者との交流を深めてきた。国内で国
立天文台（NAO）の岡山物理観測所（OAO）にあるHIDES―Fと呼ばれる高精度分光計の波長校
正を光コムで行う可能性の議論を重ねてきた。このような経過から美濃島ERATOでの研究開発が
スタートしたタイミングで、産総研、電通大、横浜国大、の連携でアストロ・コム研究・開発が2014
年から開始された。
2．アストロ・コム
2.1　カール・セーガンのコスモスって覚えていますか？
2.2　天文台の高精度分光装置；天文台の観測装置で天体からの光は、主焦点部分で光ファイバに集
められ、温度などが管理された高精度分光器が設置されたほかの部屋に導かれる。この二次元検出
器の検出ピクセルに等間隔で波長のマーカーを入れる役割を光コムが行う。
2.3　視線速度法による太陽系外惑星の探査
2.4　開発中の産総研製のアストロ・コム：講演では現在、産総研において開発中の光コムの様子を
述べる。
2.5　一家に一台アストロ・コム：アストロ・コムという技術は「TMT」など30m級の望遠鏡の観
測装置として必須であるばかりでなく、岡山と同じ1m、2m級の望遠鏡の波長校正にも威力を発揮
すると期待されている。
おわりに
観測宇宙論が大変に魅力的になってきたこの時期に、計量標準分野で実力をつけてきた、我々の光
周波数計測技術の最終兵器；光コムが、この観測の精度向上の切り札として期待されている。
参考文献
　2編の参考文献

研究発表

I．幕末における尺度標準にメートル法換算の系譜
　　—尺度換算における循環小数の適用「1ｍ＝3.3尺」—

山田研治
１．はじめに
　近代度量衡の基礎であるメートル法をオランダから受容したのは、長崎貿易を通じてであった。
これから尺貫法のメートル法への換算が議論されるようになった。メートル法への換算標準の決定
は、西欧の近代科学導入のもっとも基本的な問題であることから多くの議論がされた。しかし、定
性的な史料分析の欠如から混乱をきたしていた。しかし最近江戸時代の尺度換算標準について定量
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的な分析を行った二つの論文が発表された。
2．メートル法による尺換算の定量的分析
　その一つは、新井宏「歴史的建造物等から求めた尺長の変遷」であり、他は
土田泰秀、唐沢進太郎「東洋計器資料館所蔵の古枡の精密測定」である。前者
は建造物の柱間から「使用尺の完数」を導いて１尺のメートル法換値を求め、
後者は京枡と江戸枡の実証的精密測定から換算値を求めている。
2.1　尺換算の定量的分析（主要建造物から）：新井は日本には歴史的建造物が
多く残っており、木造建築の特性から「柱の位置やその間隔が使用尺の完数に
なっている」から３桁精度で使用尺の長さを逆算できるとしている。その結果
「１尺＝30.3唖」を求め事例としていくつかの寺社の建築物を示している。
2.2　尺換算の定量的分析（枡から）：京都福井家製造の京枡、江戸樽屋製造の江戸枡の公定判枡、及
び各藩枡の一升枡を採取し、三次元測定器による測定から、一寸当りの換算値を導いた。その結果
は「1寸＝3.03唖」である。
3．幕末の尺換算の定量的分析
　江戸期の尺度にメートル法を適用し、換算値を明らかにした初期の資料は伊能忠敬「日本東半部
沿海地図」の高橋景保「序文」である。その内容は［現代尺度系］の基本となる「１トワズ＝6.42
尺」に基づく換算標準と、「伊能標準系」である。
3.1　「トワズ（toise）=6.42尺」の換算：1トワズ＝1.949m＝6.42尺、1尺＝0.3036m
3.2　伊能標準の尺度換算：伊能標準は「経度1度＝28.2里」から導かれた尺度であり、1尺＝0.3040m
である。
4．大野規行、規周の尺度と洪庵の尺度
4.1　大野弥三郎系（規行、規周）の尺度：1尺＝0.3030　30循環ｍ、分解能は１厘、尺単位４桁で
あることを示している。
4.2　「伊能標準の原尺系」（洪庵）の尺度：折衷尺は１尺＝0.3034m
5．各尺度標準の4厘差と循環小数の適応
5.1　現代尺度の換算標準と循環小数化
5.2　伊能標準の４厘差
6．終わりに
　明治3年の集議院度量衡論争で大蔵省案「1m＝3尺」、制度局の今曲尺「1m＝3.3尺」は、逆数
の1尺につき循環小数でメートル法により換算される。これにより浮動小数点化が可能になり便利に
なった。
6.1　現代尺度の成立：明治7年［尺度ヲ曲尺鯨尺ノ種ニ定メ其他ヲ停廃スルノ義ヲ批可ス」により
折衷尺が正式に採用にすることになり、これまでの旧尺度が正式に採用にすることになり、旧尺度
についての比較が必要になったため、内田五観の所蔵する長尺（享保尺）を「原尺（正器）」に、又
四郎尺「享保尺正器一千〇〇四分の一千」折衷尺「又四郎尺正器一尺二厘」と明記された。この分
数化と、逆数の循環小数化は、尺度のメートル法への換算を精確かつ容易にした。
6.2　現代尺度の分解能と公差：分解能の数値は明治24年度量衡法に定められた公差に現れている。
主要参考文献
　29編の参考文献

山田研治氏
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II．北魏洛陽の永寧寺木塔の造営尺
　　—「古韓尺」のルーツを求めて—

理事　新井宏
１．はじめに
　中国における度量衡制度は、秦の始皇帝が統一してから比較的安定していた
が、その後北方民族の鮮卑、北魏などの支配によって変動した。また朝鮮半島
や日本の関係でいえば、「古韓尺」は鮮卑の影響を直接受けた可能性が高い。こ
の可能性の手掛かりとして現れたのが、北魏洛陽の永寧寺木塔の発掘記録であ
る。
２．北魏の尺度
　北魏の尺度についてはいくつかの文献があり、また、ものさしの出土品から
もわかるが、北魏期には尺度が伸張したことがわかっている。
３．北魏洛陽の永寧寺木塔
　北魏の都洛陽城内に作られた永寧寺九重木塔は516年に創建が計画され、519年に建造が成った。
しかし534年に火災によって焼失してしまった。これらに関して同時代の記録として三書があり、
塔の高さの記録がある。
４．発掘調査の実測値
　1979年から1994年にかけて行われた考古発掘調査の正式報告書は、中国社会科学院考古研究所に
より「北魏洛陽永寧寺」として1996年に発表された。
５．北魏造営尺の再検討
　北魏造営尺の復元について筆者も大きな異議を持っていたわけではないが、再検討は必要と考え
ていた。今回新たに復元した26.7㎝ 程度の尺度が北魏で使用あるいは制度化された可能性は十分あ
りうる。
６．古韓尺のルーツ
　筆者は、４～７世紀ころの朝鮮半島と日本で、[古韓尺]と称する26.8㎝前後の尺度が使用されて
いたことを主張していた。これは日韓の遺跡・遺物に豊富に検出されるばかりでなく、日韓に共通
する土地制度の基本尺としての位置づけも明らかになっている。長尺としては漢尺（約23.3㎝）よ
りも長く、隋・唐尺（約30㎝）より短い。その関係から筆者は「古韓尺」の源流となる尺度が、鮮
卑で使用されていて、それが一方では高句麗に伝わり「古韓尺」となり、他方では鮮卑の勢力増大
に伴い、華北に影響を与え、鮮卑系の王朝である北魏、北周の時代に、中国の度量衡に大きな変革
をもたらしたと考えていた。それは北魏尺を復古したと類推される[北周玉尺]の長さが26.75㎝で
古韓尺とほぼ一致していたからである。
　今回の検討によって、北魏洛陽の永寧寺の「北魏尺」が予想以上に「北周玉尺」、「古韓尺」の尺
長と一致している結果を得て、戸惑っている面もある。それは、北魏と日本古代文化との間には数
多くの関連が指摘されているからである。北魏様式の仏像の他にも、平城京・聖武・嵯峨・天平・
神亀など、北魏の都京、年号、謚号と共通する名称が多いという。更には班田制のルーツには北魏
の均田制があり、土地制度を通じて度量衡にも何らかの関係があるかもしれない。したがって「古
韓尺」の移入に二次の波があったかもしれない。
文献
13編の文献

新井宏氏
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詠．明治維新〜大東亜戦争以前の古書から覗き見る計量史話
　　　—メートル法度量衡公布に伴うイベントと戦前の計量取締りについて—

斉藤和義
　明治維新～大東亜戦争以前の計量関係図書（私蔵分）19冊の古書の表紙、及
び書名、発行年月、サイズ、頁数、著者、発行所、定価を表示

 　　　　　書　　名 　　　　発行年月
 大日本度量衡全書（複写版） 明治26年09月
 権衡要覧　全 明治29年06月
 度量衡要義 大正04年03月
 秤の使用心得 大正06年08月
 東京帝国博物館歴史部第九区列品目録・度量衡 大正10年12月
 誌上計量展覧会　 大正10年11月
 度量衡衍義（えんぎ）（複写版） 大正11年04月
 大阪計量博覧会 大正12年04月
 計量思想 大正11年10月
 北海道計量展覧会 大正14年08月
 メートル法度量衡について 大正13年11月
 度量衡講話 大正14年01月
 度量衡型録　衡器の部 大正15年
 度量衡通解 昭和08年05月
 度量衡要義「まもりの友」附録（警察協会熊本支部発行） 昭和初期頃
 袖珍（しゅうちん）度量衡法規 昭和14年07月
 度量衡第二種取締事項 　　　？
 度量衡原器及副原器について 昭和15年08月
 大東亜戦争下度量衡記念部にあたり 昭和17年11月
 －メートル法の再認識－
《参考》
 旬刊　時の法令25号これからの度量衡 昭和26年06月

　資料1　近代日本の計量標準の経緯
　資料2　度量衡取締規則施行手続
　資料3　まもりの友の附録“度量衡要義”
　　　　　（警察協会熊本支部発行）
　資料4　度量衡自治取締管理員制度

斉藤和義氏

度量衡要義　まもりの友附録
　警察協会熊本支部

度量衡第二種取締事項
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「計量史をさぐる会2016」の研究発表および展示の公募

　日頃、会員の皆様には当学会の運営に格別のご高配を賜り、厚くお礼を申し上げます。
今年も恒例の「計量史をさぐる会201６」を開催することになりました。会員の皆様から振るって研
究発表および収集品の展示にご応募いただきたく、お願い申し上げます。なお、「計量史をさぐる会
201６」の参加申込は、プログラム決定後に改めて案内いたします。
英．研究発表及び展示の応募要領
1．発表及び展示品の申込期限：2016年8月10日我
　発表者と講演題目を記入して申込み下さい。発表手段はプロジェクタでお願いします。
ただし、発表者が非会員であっても差し支えありません。
2．予稿及び展示品説明の原稿締切：2016年8月31日我
　発表者は予稿集の原稿を必ず提出して下さい。予稿原稿は、「計量史をさぐる会の予稿原稿の執筆
要領」（当学会ホームページに掲載）に基づき作成して下さい。展示品の説明は、任意の体裁でA4
の1頁程度にまとめて下さい。
3．申込先：下記の事務局宛に、原則としてｅ-mailで期限までに申込み下さい。
衛．開催要領
１．日時：2015年10月14日画13時～16時45分
２．会場：（一財）日本品質保証機構（JQA）中部試験センター会議室
〒481-0043愛知県北名古屋市沖村沖浦39　TEL：0568－23－0111
（最寄駅名鉄電車「西春」駅、名鉄名古屋駅から急行で12分、駅から徒歩で15分）
3．プログラム概要
　茨特別講演　13時00分～14時10分
　　▽「リーク標準とリークゲージの校正について」

JQA中部試験センター師勝試験所営業課課長　長谷川清孝
　　▽珂守隨本店代表取締役社長早川静英（講演内容は調整中）
　芋研究発表（3～4件）14時20分～16時00分
　　　研究発表は、4件程度を予定しています。応募多数の場合は運営委員会で決めさせていただき
ます。講演に漏れた方には次回に優先して発表をお願いします。講演時間は1件当たり20分か
ら25分（質疑応答を含む）とし、発表手段はプロジェクタを使用して下さい。

　鰯見学： 16時15分～16時45分．
　　JQA中部試験センター師勝試験所
　允展示品
　　　展示スペースは別途相談して下さい。展示品の説明は希望者のみ５分程度設定しますので説

明原稿を提出して下さい。展示品の搬入・搬出は各自の負担でお願いします。
4．懇親会：17時30分～19時30分
　　会場：名古屋駅近辺で選定中
詠．申込み先
一般社団法人日本計量史学会（事務局）　〒162-0837東京都新宿区納戸町25－1
　Tel／Fax：03－3269－7989　e-mail：jimu@shmj.jp
　なお、事務局には常駐者が不在なので連絡は、e-mailまたはFAXでお願いします。
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会員消息

【入会者（敬称略）】渡部新一（3月）、谷村吉久（4月）

計量史研究Vol.38No. 2（No.45）について

　10月頃発行を予定して編集中です。
　計量史研究Vol.38No. 2(No.45）の原稿を募集しています。投稿締切：2016年8月31日我。
　投稿に際しては、計量史研究投稿規定および執筆要綱をご参照ください。
　（http://www.shmj.jp/library/cinii_shippitu120801.pdf）

斉藤和義編著『国宝・重要文化財の度量衡器』を無料頒布

　本会会員の斉藤和義氏が約2年の歳月をかけて国宝・重要文化財に指定されている度量衡器を調査
し、その結果をまとめて自費出版した『国宝・重要文化財の度量衡器』（A4版・41頁冊子）を、斉
藤氏のご厚意により、希望する会員のなかから先着30名に無料頒布します。

応募要領
【頒布部数】30冊
【申込締切】7月31日蚊を目処に、応募が30冊に達し次第締切。
【申込方法】FAXまたは電子メールに、必要事項を記載して、事務局宛に
申し込んでください。FAXまたは電子メールの送信日時による先着順（30
名）とさせていただきます。ご希望に添えなかった場合も落選連絡等はいた
しませんので、ご了承ください。
【申込内容】『国宝・重要文化財の度量衡器』希望と明記し、氏名、郵便番
号、住所、電話番号をお知らせください。
【応募先】FAX03－3269－7989、電子メールjimu@shmj.jp　（一社）日本
計量史学会宛
【送付】当選者には、学会事務局から発送いたします。
　2012（平成24）年9月6日、メートル原器・尺原器等が、重要文化財に
指定されました。斉藤氏は、「現在重要文化財の度量衡器は、いくつあるのだろうか」ということか
ら、文化庁のデータベースを検索し、有形の国宝・重要文化財が建造物を含め約1万3000件あるな
かから、約2年の歳月をかけて、15件、62点の度量衡器（美術工芸品）を探し出しました。
　斉藤氏は、2016（平成28）年度の日本計量史学会の総会・研究発表会で発表するとともに、これ
らの文化財を書籍等に写真使用、掲載するには、指定文化財の各所有者から許可が必要であり、全
ての承諾を受け、発表内容その他等を編集まとめ自費出版しました。
　この冊子（初版）は、当該度量衡器の各所有者に寄贈するとともに、計量関係者、国立国会図書
館等に寄贈しました。このほど、誤植等を修正して「第2版」として増刷しました。
【冊子名】『国宝・重要文化財の度量衡器』
【内容】▽監修の言葉▽はじめに（編集経緯）▽国宝・重要文化財の写真と解説▽正倉院の度量衡
器▽附録：度量衡図柄を鋳出した梵鐘のある寺院

『国宝・重要文化財の度量衡器』
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三角縁神獣鏡「魏鏡説」の著しい退潮

　　 理事　新井 宏

　富岡謙三が、三角縁神獣鏡が魏鏡であるとしてから、間もなく100年になる。この説は、戦後、
主要古墳間の三角縁神獣鏡の分有関係などから「小林理論」として完成され、三角縁神獣鏡が「卑
弥呼の鏡」であることが「定説」となった。
　ところが、1962（昭和37）年には森浩一が「魏鏡説」に対する疑問を唱え、70（昭和45）年頃か
ら、古田武彦、奥野正男らアマ系研究者から「国産説」が相次いで提出された。それでも考古学界
は完全に無視していた。状況が変わったのは、71（昭和46）年に中国考古学界の大御所王仲殊が来
日し「呉の工人が日本で作った」との説を発表したことである。何しろ、中国の本場の学者が魏鏡
ではないと否定したのである。
　それでも、日本の考古学界は魏鏡説を維持し、新聞も若干の疑問符はつけながら「卑弥呼の鏡」
として報道し続けている。
　しかし実際には、今世紀に入る頃から、魏鏡説は防戦一方に追い込まれていたのである。
　従来、魏鏡説であれ国産鏡説であれ、銘文や文様など表面観察によるものが主体であったが、近
年、鏡の製作方法や内部組成の研究が大幅に進展したからである。
　実は青銅鏡というものは、複製する方法がたくさんある。だから、表面観察だけで、その製作地
を推定することなど不可能である。特に、三角縁神獣鏡は日本から既に560面も出土しているが、
未だ中国からの確実な出土例がない。大流行したのは確実に日本のみであり、流行地で複製鏡が製
作された可能性が高いのである。
　その意味で注目すべきは、三角縁神獣鏡の80％以上が同型鏡（同笵鏡）だという点である。中国
鏡にはほとんど同型鏡（同笵鏡）は見られないので、三角縁神獣鏡だけの特徴であり、いわば大量
複製技術なのである。
　また、三角縁神獣鏡には表面に凸線キズという欠陥が認められるが、これも中国鏡にはない。
　見かけは同じであっても、内部品質、特に組成は製作地によって異なるかもしれない。
　これらの点に関して、近年の大きな進展は、
1、中井一夫が、鏡のキサゲ加工から、青龍3年鏡は踏返し鏡であることを論証したこと 
2、鈴木勉が、2層式鋳型（粗い外型に細かい内型）を用いて、凸線キズの再現に成功したこと
3、新井宏が、鉛同位体比の研究から、異なる年号鏡を後にまとめて鋳造していることや同時期の中
国鏡との比較で、大部分が国産であることを論証したこと、などである。
　王仲殊は最新の論文で、「日本の著名な金属考古学者新井宏氏が、三角縁
神獣鏡に含まれる鉛同位体比率の測定に基づき、……三角縁神獣鏡が中国
の「魏鏡」ではなく、日本で製作されたことを確認」と称賛してくれた。
　さて、2015年になってからの進展。
　ひとつは、前出の鈴木勉が三角縁神獣鏡の鋳造後の補修痕を精密比較し
て、埋葬古墳毎に特徴が異なり、鋳造地が古墳に近いところにあったとし
たことである。もちろん、これは国産説に繋がる。
　もうひとつは、奈良県立橿原考古学研究所が年末に読売大ホールで開催
した公開講演会「三角縁神獣鏡研究の最前線」で、凸線キズの研究から、

寄　稿

三角縁神獣鏡
出典：宮内庁ホームページ
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三角縁神獣鏡の「舶載鏡」が誰もが国産鏡と認める「仿製鏡」と、同一の鋳型（外型）で作られて
いたことを明らかにしたことである。「舶載鏡」も国産であった。
　筆者もこの講演会に招待されて参加したが、所長の菅谷文則は遠慮がちながら「国産説」と言う。
しかし、発表者はなぜか歯切れが悪かった。
　あるいは、旧石器捏造事件のように、石器を埋める現場の撮影までしない限り、考古学界では「魏
鏡説」が生き続けるのであろうか。（前韓国国立慶尚大学招聘教授、元日本金属工業常務、金属考古
学、計量史）

 式年鳥居木曳祭 
しきねんとりいぎひきさい

　　撮影者　稲葉千代吉（会員、計量士）

▽画題＝式年鳥居木曳祭
▽撮影日＝2015（平成27）年8月22日臥
▽撮影地＝千葉県鴨川市安房天津の天津小学校校庭および鴨川市市中安房天津界隈
▽祭の説明＝この祭りは、三重県松坂市にある「伊勢神宮の式年遷宮」にならった、20年に1度の
鳥居建替神事で、房州伊勢の宮と称
される天津神明宮の式年鳥居木曳
祭が8月22日～24日の3日間行わ
れました。天津の氏子衆総出で鳥居
となる御神木を奉曳する祭りです。
▽写真説明
写真陰中央の「第一号木」は天津小
学校に準備された鳥居木です。
　鳥居木は第一号木から第三号木
までと須賀神社木の四本です。
写真隠天津小学校に準備された鳥
居木に詔を祈る宮司の人達です。
写真韻氏子によって市中引き回し
のされる鳥居木です。
写真吋鳥居木の後に祭りの祝山車
が続きます。

渦流量計

理事  小宮勤一

　1950年代の終わりごろから後、20～30年の間に新しいプロセス用流量計が幾つも開発されたこ
とはよく知られている。そのなかの1つに渦流量計があり、現在では流量計のなかの大きい柱の1
つになっていることもよく知られている。
　以前に測定器の開発のきっかけ、あるいはヒントをどのようにして得たのか、などに興味があっ
て調べようとしたことがあるが、なかなか最初の論文、報告などを探すのは困難であるということ

写真陰 写真隠

写真韻 写真吋
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を何度か経験をした。また、論文を見つけられたとしても、実験の結果は書かれているが、その実
験を始めたきっかけは述べられていないのが通常である。当然のことながら成功した実験の結果は
わかるけれども、その背景にある、データを取ることができなかったであろう、多くの実験につい
て調べることはほとんど不可能で、著者に直接お聞きする他はないと感じたことがある。
　最近、『渦流量計の創造』（注）という表題の本を読む機会があった。企業の研究開発の技術者が、
あるヒントから “アンダーザベンチ”の状態でバラックセットでの実験を始めた頃の経緯に始まり、
正式の研究テーマになってからの失敗の数々、製品設計の段階の苦労、測定対象の選択や販売戦略
などなど、1つの企業における新製品の開発の過程が詳しく述べられている。これらほとんどは私に
とって未知の世界であり、また、私自身が研究会や学会の講演会を通して親しくお付き合いをした
方々のお名前も出てくるので、当時のことを思い出しながら興味深く読むことができた。
　著者によると研究開発が始まったのは約50年前で、半世紀が過ぎている。最初のころ、この研究
開発グループの活動を記録しておくというつもりで始められた会合の結果がこの一冊の本になった
ということである。著者たちの研究成果のリストは勿論であるが、関連の文献も多数記されている
ので、貴重な記録になるのではないかと考える。（元計量研究所、元工学院大学教授）
（注）山﨑弘郎、栗田良夫、阿賀敏夫、大木眞一：共著『渦流量計の創造 ～流れを数値化する渦の秩序～』日本工業出版、
2015年

ヒストリートリップ「ジェームズ・スミソンとホア銀行」

　理事　松本栄寿

　ジェームズ・スミソンの遺贈金50万ドルは、今日のワシントンのスミソニアン博物館の基金となっ
た。
敢 ホア銀行口座
　スミソンはロンドンのホア銀行（C.Hoare & Co.）に口座をもって
いた。ホア銀行はリチャード・ホアによって1672年に設立されたイ
ギリス最古の私立銀行である。彼は金細工業を営むとともに幅広く
金融業を営んで現在の銀行を築いた。経営は代々ホア家が担い、顧
客の多くは上流階級である。ハンガーフォード公爵家も代々顧客の
一人であった。本社は、ロンドン・シティ地区に近いフリート・ス
トリート37番地にある。（図1）
　18世紀当時、ホア銀行からは国内に限らず海外でもイギリス人が
多く住んでいる地域には銀行を通じて送金ができた。スミソンもフ
ランス滞在中に利用していたし、フランス革命中でも可能であった。
事実、フランスのぺルゴー銀行へ何度もスミソンが送金しているこ
とがホア銀行の記録に残されている。
　フリート・ストリート37番地は、第二次世界大戦中ドイツのV2
号ロケットの猛爆に耐えビルも残った。四階建の地下には創業以来
の文書が残されていて、現在はアーカイブスとして一部が公開され
ている。筆者は2012年、ロンドンを訪ね1800年当時をたどった。
案内されたアーカイブスに残る口座帳簿（40×40センチ、厚さ10
センチ）に接し、重厚な保管状態には感銘をうけた。（図2）
　ファイルにはスミソンの預金の動きが残されていて、スミソンの

図1　松本とホア銀行入口。入口
には背の高いガードマンが出迎え

図2　左上に、James Louis Macie Esq.1788
（母親姓）とある。下は銀行の責任者のサイン
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動きを見ることができる。1800年スミソンの母親エリザベス・メーシーが亡くなり、彼は財産を相
続するとともに苗字をメーシーからスミソンとする。スミソンはその後、財産の運用に執着するよ
うになり、安全と思われるイングランド銀行の債券、インド債券、銀行主導の運河計画、鉄道路線
計画などに投資し収益をあげた。運河計画はフランスからの侵攻に備える戦略的重要性があった。
母親の財産は1万ポンドと評価されているが、スミソニアン協会設立時にはその10倍であった。当
時の紳士は複数の銀行を相手にしており全体像の把握は難しい。
柑スミソンの遺言
　1826年10月23日、スミソンはロンドン・ベンティンク・ストリートの自宅で遺書を作成した。
この遺言状のユニークな点は、冒頭に先祖を記したこと、見知らぬ国への遺贈の形で恩恵が全人類
に及ぶこと、嫡出子と非嫡出子の区別をしないことなどである。スミソンはアメリカを一度も訪れ
たことはなかった。スミソンは一度も結婚せず、子供もいなかったため、遺産は甥に残された。遺
言書に「上記の甥が子供を残さず死亡した場合（中略）、私はワシントンに『スミソニアン・インス
ティチューション』という名前で、知識の増大と普及に寄与する組織を設立するために、全財産を
アメリカ合衆国に遺贈する」と記されていた。なお、スミソンは全財産をドラモンド銀行に託し、
裁判所の管理下に置くよう指示していた。
桓 スミソニアン協会の設立
　1835年5月、スミソンの遺産の唯一の相続人である甥ディケンソンが死去した（享年26歳か27
歳）。イギリス国内、アメリカ国内でさまざまな議論が起こったが、究極的にスミソニアン協会が誕
生する運びとなる。1838年5月イギリスの裁判所がスミソンの遺産のアメリカへの譲渡を認める決
定を下し、アメリカの代理人リチャード・ラッシュ（法律家・外交官）がイギリス金貨を持ち帰っ
た。スミソンの遺産10万4960枚のソヴリン金貨は、アメリカ造幣局でアメリカ通貨に改鋳され50
万8318・46ドルとなった。
参考文献：『スミソニアン博物館の誕生』ヘザー・ユーイング著、松本・小浜訳、雄松堂、2010年

江戸時代における小判の改鋳と品位の変遷

　会員　中村邦光

　徳川幕府は、慶長6（1601）年から元禄8（1695）年まで、95年間流通していた慶長小判の品位を
引き下げ、通貨不足を解消するための改鋳に踏み切りました。元禄小判（1695年：金の含有量10.2
扱）の品位は、それまで流通していた慶長小判の約2／3でした。
　そして、元禄8（1695）年の改鋳から15年後の、宝永7（1710）年に発行された宝永小判（ 乾字 

けんじ

小判）では、品位は慶長小判と同じ（84.3％）に引き上げたものの重量が約1／2になったため、金
の含有量（7.9扱）は元禄小判（10.2扱）よりさらに下回る結果となりました。
　ところが、その5年後の正徳4（1714）年に改鋳した武蔵小判（1714年：15.0扱）と正徳5（1715）
年に改鋳した享保小判（1715年：15.5扱）では、重量も品位も「慶長小判」と同じに戻したのであ
ります。
　しかし、じつは日本では、18世紀には金鉱山は掘り尽くされており、しかも金が海外に流失して
いたので、日本国内の「金」は底をついていたのであります。したがって、正徳・享保年代には、
金小判の重量も品位も高めたのですが、貨幣量は激減しました。そして、経済的なデフレ現象を起
こしました。その結果、特に米価の下落は、農民たちの生活に深刻な影響を及ぼしたのであります。
　いったい何があったのでしょうか。じつは、正徳・享保の時代に金小判の品位を高めたのは、儒
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学者の新井白石（1657～1725）による「江
戸の町の火災防止策」の一環としての進言、
すなわち「〈金気〉が不足すると〈火気〉が
増える」によるものであったとのことです。
現代の常識（原子論）では理解することが
できませんが、18～19世紀中頃の日本では、
儒学（朱子学）は「江戸の常識」でした。
　しかし、その12年後の 元文 元（1736）

げんぶん

年には「放水ポンプ（竜吐水）」や「火消
の組織の制度化」が整ってきたこともあり、
物価と貨幣量のバランスを考え、貨幣量を
補うため、元文小判（真文小判1736年：8.6扱）では、重量も品位も落とし、金の含有量を減らし
て（15.5扱→8.6扱）改鋳したのであります。そしてその後、文政2（1819）年までの84年間は一
応安定していたのでありますが、文政2（1819）年以降には、さらに金の含有量を減らし、貨幣量を
補うための改鋳が、漸次幕末に向かっておこなわれていったのであります。そして、江戸時代の最
後の小判は、万延小判（1860年：金の含有量1.9扱）でした。（日本大学名誉教授）

にほんの計量、せかいの計量鑑　新しい基本単位

理事　切田　篤

　2月17日に、NMIJ国際計量標準シンポジウムが開催された。2018年に予定されているSI単位の
再定義が話題である。メートル条約により定められた質量、長さ、温度、時間の基本単位は、その
後電流と光度、そしてモルを加え、7つのSI単位として使われている。今回の改訂では、質量はプ
ランク定数、モルはアボガドロ定数、電流は電気素量、温度はボルツマン定数という、それぞれの
定数の値を明示的に定めることにより、規定される予定となっている。…と言われても、実は何が
どうなるのか、全く判らないというのが、私たち普通の人間の反応であろう。
　それぞれの分野の専門家が研究を進めている。たとえば質量についてはキログラム原器の質量を
基準として分析を進め、ワットバランス法、X線結晶密度法という手法を用い、国際度量衡局の主
導により、伊、米、豪、日、英、独、そのほかの機関により、アボガドロ国際プロジェクトが進め
られている。そして、再定義の条件として、少なくとも3つの独立した計測結果が5×10のマイナ
ス8乗より小さい値で一致していること。そしてそのうち1つの計測結果の不確かさが2×10のマ
イナス8乗よりも小さいこと。の2つがあげられている。実はこの2つの条件をほぼ満たす結果は
得られているのである。今後2年をかけて、さらに解析結果を加え、BIPMに保管されているキロ
グラム原器による検証により、トレーサビリティの確認と評価を進めていくことになる。要するに
幾つもの解析結果を詳査し、キログラム原器が1茜ピッタリになるようにプランク定数の値を決めよ
うとしているのである。
　現在は原器が定義であるので誤差は零。そこから解析を進めて、得られたプランク定数のばらつ
きが、5×10のマイナス8乗という、きわめて小さい範囲に収まっていることを確認する。一方、定
義をそのプランク定数とすることで、そこから導き出される1茜の質量は、5×10のマイナス8乗程
度の不確かさは避けられない。原器質量計測の不確かさの極限は、3μ扱、3×10のマイナス9乗と
言われているので、この不確かさは不適当に大きいようにも思われる。しかしながら、原器の質量

金含有量：ｇ品位：％質量：ｇ改鋳年名　称
15.0〜15.584.3〜86.817.9慶長6（1601）年慶長小判
10.257.417.9元禄8（1695）年元禄小判
7.984.39.4宝永7（1710）年宝永（乾字小判）
15.084.317.9正徳4（1714）年正徳（武蔵小判）
15.586.817.9正徳5（1715）年享保小判
8.665.713.1元文元（1736）年元文（真文小判）
7.456.413.1文政2（1819）年文政（草文小判）
6.456.811.3天保8（1837）年天保（保字小判）
5.156.89.0安政6（1859）年安政（正字小判）
1.956.83.3万延元（1860）年万延小判

江戸時代における小判の改鋳と品位の変遷
（日本銀行金融研究所・貨幣博物館の統計資料を参照）
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は、1世紀の間に、50μg以上ドリフトしていると思われている。定義が原器の質量の場合は、世
界の基準もドリフトしてしまうので、きわめて不都合な事態なのである。今回の再定義により、質
量の定義をプランク定数とすることで、世界の基準は未来永劫、ドリフトすることのない基準とし
て定めることができるのである。
　再定義後は、長さは光の速さ、質量はプランク定数、電流は電気素量、光度は視感効率、温度は
ボルツマン定数、物質量はアボガドロ定数、そして時間はセシウムの物質定数による定義と、それ
ぞれ数値により明示的に示されることなる。それぞれの定義の変更に当たっては、前述のように綿
密な計測とその解析に基づいて、これまでの定義と乖離することのないように慎重な準備が進めら
れている。
　さて、基準の分銅があれば、いつでも確かめられるが、プランク定数を持ってきても、錘と比較
はできない！どうすれば良いのだろう？というのが世の不安であろう。世の中に腕時計サイズのセ
シウム原子時計が市販され、何処でも世界基準の時刻が確認できる世の中である。そのうちに「プ
ランク定数錘」が市販され、誤差のない質量基準が市場に出回るのも遠い世界ではないかもしれな
い。（産業技術総合研究所、長野計器技術顧問）（初出、（一社）東京都計量協会会報「とうきょうの
計量No.247」）

二宮金次郎像とメ－トル法
会員　斉藤和義

　大正10年（1921）、明治維新後、制定された「度量衡法」〈明治24年（1891）3月24日公布・明
治26年1月１日施行〉下においては、メ－トル法、尺貫法、ヤ－ド・ポンド法が、混在して使用さ
れていた。
　計量制度をメ－トル法に統一すべき、度量衡法を大改正、同年4月11日に公布した。施行は、大
正13（1924）年7月1日であるが、被計量物により猶予期間が設けられた。
○移行執行猶予期間１０年昭和9年（1934）まで
　官公庁署、電気、瓦斯若しくは水道事業、原動機を用いる運輸業,鉱業、医業、歯科医業、獣医業
又は調剤業その他原動機を用いる重工業。
○移行施行猶予期間２０年昭和19年（1944）まで上記以外もの
　公布により、「メ－トル法」を啓蒙、啓発する事業が、国を挙げて開始された。法律名は、「度量
衡法」の改正であるが、政府は、法律を「メ－トル法度量衡」と「愛称」名付けた。
当時の所管の農商務省工務課は「メ－トル法度量衡について」という啓蒙用の冊子を編纂（発行：
日本度量衡協会）各所に配布した。その他関連書籍、換算表等の多くの出版物が刊行された。
また、各府県・市では、普及、啓蒙のイベントを開催された。記録のあるものは下記のとおりであ

る。
○東京計量博覧会（1921）大正10年（1921）6月1日～30日東京市湯島・東京
教育博物館（国立科学博物館）
○大阪計量博覧会（1922）大正11年（1922）4月1日～30日大阪市本町橋詰・
商品陳列所
○計量文化展覧会（1922）大正11年10月15日～29日神戸市湊川公園勧業館
○北海道計量展覧会（1924）大正13年8月７日～20日札幌中島公園拓殖館
　その後、時代は、昭和の年号となったが、特に、長さの“尺”のサイズは、日
本の計量制度が確立された「大宝律令」（701年：中国・唐の制度を導入）以来、
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約30㎝前後と変化せず、使用されてきた。単純に尺の３倍強（３尺
３寸余）のサイズであるがピンとこなく、なかなか馴染めない。
　昭和３年（1928）、昭和天皇陛下の即位御大礼記念に、神戸証券取
引所理事長の中村直吉氏が、富山県高岡市の鋳造家「丹長」（姓；慶
寺・けいじ）に二宮尊徳の幼児の銅像の制作を依頼した。その第１
号を小田原の報徳二宮神社に奉納された。
　高さは、まだメ－トル法普及の時期であったので、１メ－トルと
した。この像で、１メ－トルを実感し、かつ１メ－トルといえば、
二宮尊徳を思い出すように、意図的に彫像したという。その後、昭和１５（1940）
年までの１２年間に、約千体を造り、全国の小学校などに設置されたとのこと。
　これらは、昭和16年からの、「金属類回収令」で、殆どの銅像は、供出され
たが、当時の小田原二宮神社の宮司草山惇造氏が、この銅像は第１号であり、
「ご神体と同じと。」、憲兵の前で体を張って死守したという。
　現在、この二宮金次郎（本名・金治郎）像は、この第１号のみであるという。
◎大東亜世界戦争（注）昭和16年12月8日～昭和20年8月15日（1941～
1945）
　終戦後、ＧＨＱ下において、ヤ－ド・ポンド法の採用がとやかく言われたが、メ－トル法の採用
で立法、「計量法」として昭和26年（1951）6月7日に公布された、（施行：昭和27〔1952〕年3月
1日）
　しかし、計量法施行令第３条において、下記のように定められた。
○メ－トル法以外の施行令単位（尺貫法、ヤ－ド・ポンド法）は、昭和33年（1958）12月31日ま
では、法定計量単位とみなす。
○但し、土地建物に関する計量その他政令に定める計量については、昭和41年（1966）3月31日以
前に定める日までは法定計量とみなす、と。
　この時点においても「メ－トル法」への移行に、国として普及、啓蒙、啓発をすべく、「メ－トル
法実行期成委員会」が設置（昭和30〔1955〕年8月23日）された。ここで「メ－トル法統一運動指
針」に制定され、これに基づき、都道府県市では、普及、啓蒙、啓発キャ－ペンやいろいろなイベ
ントが開催された。
　かくして、昭和41年（1966）4月1日からメ－トル法への法的に完全移行となった。
　我が国のメ－トル法への移行期間は、実に42年間（1924～1966）かかったのである。
　5年後の平成33年（2021）は、メ－トル法への移行・法律化から１００年目にあたる。
　なお、この１メ－トルの銅像は、上記のとおりであるが、その他石刻などの金次郎像は、今でも
稀に小学校等で見受けられる。ただ、高さは、1mであるか定ではない。
　また、「メ－トル」とは、ギリシャ語で「はかる」であり、戦前までは、４月１１日がメ－トル記
念日でした。
（参考）
計量法第１条（目的）
この法律は、計量の基準を定め、適正な計量の実施を確保し、もって文化の向上に寄与することを
目的とする。
参考文献・資料
一円融合会『かいびやく』第30巻第10号（1981〔昭和56〕年9月25日）慶寺丹長「二宮先生の銅
像を制作して」
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第36回江戸学懇話会に当会会員も参加

　第36回江戸学懇話会が、「江戸城の防衛と大名屋敷」をテーマに開かれた。満開の桜を見ながら、
麹町・赤坂周辺の史跡をめぐり、当学会の会員も参加した。
【コース】四ッ谷駅赤坂口→臼尾張徳川
家屋敷跡碑→渦迎賓館赤坂離宮東門（旧
紀伊藩屋敷門）→嘘紀伊国坂→唄食違見
附→欝彦根井伊家屋敷跡碑（ホテル
ニューオオタニ日本庭園）→蔚紀尾井坂 
→鰻紀州藩屋敷の石垣（文藝春秋社前）
→姥清水谷公園（大久保利通哀悼碑、玉
川上水石枡）→厩紀井徳川家屋敷跡碑→
浦弁慶橋・弁慶濠 →瓜赤坂見附跡→閏松
江藩松平家石垣（東京女学館発祥地）→
噂山王日枝神社→懇親会（膳屋・赤坂本
店）
　次回の第37回江戸学懇話会は、当学会
有志が幹事を務め、2016年10月22日臥、
神楽坂・牛込界隈の旧跡などを訪ねるコースで実施予定。大勢の参加者を募っている。

東洋計量史資料館が利用方法を変更
　　完全予約制に、休館日も変更

　東洋計量史資料館（土田泰秀館長）は、2016年3月20日から、完全予約制になった。これにとも
ない、利用の際には、必ず事前の予約が必要になっている。
　予約は、同館webサイト「ご予約・お問合せページ」に記載の連絡先へ。　（http://br.toyo-
keiki.co.jp/toyokeiryoushi/contact/contact.html）予約受付時間は、10時～16時。土・日・祝日は、
担当直通電話番号へ。団体で来館希望の際には、要問い合わせ。
　同資料館の休館日は、3月～11月は毎週月曜日、12月～2月は全日休館（冬季休館）
【問い合わせ先】電話080－9741－3795（担当直通）、0263－48－1121（東洋計器珂）

話　題

メ－トル法実行期成委員会『日本メ－トル法沿革史』（日本計量協会／オ－ム社書店（発売）（1981〔昭
和43〕年6月７日）
注：戦争名の呼称について：戦争当時は「大東亜戦争」が公式名称であったが、「大東亜共栄圏」を正当化する呼称であると

の意見があるなど、この戦争の呼称に関しては歴史学や歴史認識に関わる論争もあることから、現在の歴史学関連の学会
では「アジア・太平洋戦争」の呼称が広く使用されている（岩波講座『アジア・太平洋戦争』、『アジア・太平洋戦争辞
典』〔吉川弘文館〕など）。本稿では著者の意向を尊重してそのまま掲載する。
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　人間を中心とした「計る」という行為は人文科学･社会科学･自然科学･文化芸術に限らず、過去･
現在･未来のあらゆる行動に関係があります。これらに関係ある原稿を募集しております。種別は総
説･論文･書評･原典の翻訳､解説･紹介･紀行､各種資料等、長短を問いません。また表紙を飾る写真に
800字以内の解説を付したものでも結構です。
　編集日程は通常、以下のようになっていますので、ご協力の程を。
　原稿受理期間6～9月、校閲･編集期間9～10月、印刷･校正期間11～12月、年内配布を目標。
○現在、当学会における編集は、編集部（部門責任者：大井みさほ副会長、編集担当：新井宏理事）
が行っております。　「計量史研究」に投稿された原稿は、主として理事及び理事選定の委員が校閲
に当たっております。更に内容によって、専門域に応じた他の正会員に依頼しております。

　総説、随筆、速報、紀行等の計量に直接、間接関係のある博物館・資料館・美術館・図書館の催
し、書評、会員の研究ないし、調査内容の紹介、会員、非会員からの質問（答は原則として通信に
掲載します）、その他のニュースなどが主なものです。特に「催し物」は計画段階の漠然としたもの
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　　　 Japan Academic Association for Copyright Clearance,Inc. （JAACC）
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